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しょうか。それとも、それは心配ないというようにお

考えですか。

村井　　これもやはり個別の問題で、総合的に考

えるのは大変難しいと思います。まず一つは、規
制を強めることによっていろいろな利益をキープし

ようとする規制派と、反規制派というのはいつの世

にも、どこの世界にも存在します。実はIT基本法と
いうのはたいへん変わった法律で、基本法なのに

3年経ったら見直すと書いてあります。私は2年に

していただきたいとお願いしたのですが、基本法
で何年と年次を付けるのは聞いたことがないという

ことで、それでも3年としていただいたのは大英断

だと思います。もちろん、今日の議題でもあります
が、e-Japanも2005年の前でも毎年見直そうとし

ているわけで、その意味でこのシンポジウムは大

変貴重だと思います。いずれにせよ、その有期の
ときに緊急にやらなくてはいけないことを、少し他

のことに目をつぶってでも達成させる。それが、デ
ジタル情報をみんなが自由に使えるということだと

したら、それをどう進められるか、少なくとも2005

年まではそれをやってみよう、みたいな意識はある
と思います。したがって、さまざまなトレードオフが

出てくると思います。

　先ほど丸田さんが「キャッチアップ」と言われまし
たが、私の中にはキャッチアップ、つまり「日本が

遅れている」という意識はなくて、「5年間の臨時措

置だから他のことには目をつぶってよ。とにかく、
デジタル情報を世界で一番自由に使える国にした

ときに、われわれ日本人の力はどこまで出せるの

か。本当にそれで元気になり、戦えるのか。すばら
しい創造性を発揮できるのか。これにチャレンジし

てみようよ」という意識がありました。したがって、

規制の問題は考えなければならないことだけれど、
できるだけ少なく、2005年まで待ってほしい。電波

行政でも、無線LANで今度5G帯を開放するとき

に必要な資金をどう回収するかという議論をしてい
ますけれど、私は同じ発言をします。「2005年ま

で待ってください。その間、無線LANは、ビジネ

スモデルも、どうやって生かせるかもわからないけ

れど、とにかく自由に使えるようにしてみましょう

よ」。これが私の基本的な提案です、どこまで受け
入れられるかわからないですけれども……。

　そういう意味で、いまのご質問の規制のある方

向に進むのかどうかということですが、私はいろん
な意見があるのは当たり前だと思います。ただ、

2005年まではちゃんと見ようよと。ある意味、先頭

を切っている部分もあるわけですから、それをしっ
かり見極める。ビジネスが立ち上がるには時間が

かかるし、少なくともその先を見越して心配して規

制をかけるのはやめよう。2005年のターゲットとい
うのは、そういう枠組みとしても使えると思います。

公文　　なるほど。それは面白いポイントですね。
皮肉な言い方をしますと、ある種の問題の先送り

をやっている。つまり、コンテンツの著作権の縛り

をどうするのかとか、たとえばP2Pのようなシステム
が出てきて勝手にファイル交換を始めるかもしれな

い。ジャブジャブ自由に使えるようになると、いろ
んな試みが起こってくるだろうけれど、それを心配

して、いまからどうしなければいけないというような

ことを、あわてて言ってもしかたがない、ということ
ですね。とにかく、できるようになるまで、まずは

やってと……。

村井　　そうですね。無法地帯でいいということ

ではないのですが、考え方として、トレードオフが

あったら、とにかく新しいことが始まる方向に行っ
てみましょうと。まぁ有期ですから、2005年になっ

たらきちんと見直すという約束のもとで、わりあい

自由度が広がるという意思決定もあると思います。
このあたりは考え方として、とても大事なところでは

ないかと思います。

公文　　いまのお話の中で、もう一つ、非常に印

象的なのは、今回のe-Japan戦略の策定、発動の

プロセスの中で、本当に毎年見直すということが、
はじめてなされるようになったということですね。橋

本内閣時代に作られた前身の推進本部では、最

初に決めるのに確か2年ぐらいかかって、「すぐに
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しゃっていて、私、ちょっと危ないなと思って聞い

ていたのですが、1 0 Gの機械というとW D M
（Wavelength Division Multiplex）で何億円か

するわけで、価格としては高い。それを安く手に入

れるというのは、ディールに近いような、ちょっとず
るいようなことをやりながら、あるいはドネイションを

お願いしながら進めていくようなところがあるわけ

です。よく考えてみると、1980年代に日本で最初
にJUNETというネットワークを作ったときも、それ

からIPで動くネットワークを最初に作るときも、かな

りトリッキーなことをやりました。平成元年の1月7日
にワシントンに行って、このときはX25の上にIPを

通して、それが日米のIP接続の最初のときでし

た。これもかなりトリッキーで、X25でデータベース
のアクセス端末を用意して、「データベースのアク

セスの隙間にIPを通しますから、ちょっと繋がせて

実験させてください。電子メールのネットワークで
す」と言いながらやったようなところがあります。そ

れから、その前のJUNETのときも、電話線の内線
から0発信で呼べるようなものでこっそりネットワー

クを作っていくと通信料がかからないとか、要する

に裏ワザみたいなものを使いながら何とか作って
いったような経緯があります。いま私がアジアでや

ろうとしている、東南アジアの全くネットワークがな

いような所に10Gbpsで繋ごうみたいな、これもか
なりゲリラ的なことで、ゲリラの話をこんなところで

大声でしゃべっていていいのかと……。昔はこっ

そりできたから誰も止めませんでしたけど、こういう
ところで話すとバチッと止められちゃうかもしれない

（笑）。そういうところがありながら、結局、最後は

それが何かの形でオーソライズされるようなところ
がある。

　話を戻しますと、2.4GHzの無線LANですが、

私は日本の状況は結構いいと思います。ご存じの
ように電子レンジとぶつかり合いはあるわけですけ

れど、面白いことに、電子レンジとぶつかったら、

無線LANはエラーを起こすけれど、電子レンジは
エラーを起こさないんです。むしろ、無線LANが

近くにあると電子レンジはエネルギーが増えてうれ

しいぐらいの話ですから、2.4GHzという、こんなに

いい組合せはないですね。それが使えるとなると、

いろいろな夢がふくらんできて非常に楽しみにな
る。私、朝、早めに家を出ますと、目的地に早く着

いてしまうことがあるのですが、そうすると何を

やっているかというと、虎ノ門、霞が関あたりのビ
ルをこそこそ動いてですね、するとどこかで必ず

ワイヤレスLANが繋がります。そこで仕事するとイ

ンターネットはタダですから、泥棒です、インター
ネット泥棒。これでしばらく仕事してから、アポイン

トメントの所に行くなんてやってます。セキュリティ

の問題を言いはじめると、なんとかしなきゃというの
はよくわかりますが、だから止めろという話ではな

いですね。このモデルからヒントを得て、インター

ネットでフィルアップする空間というのができるとい
うことは、ものすごいインパクトだと思う。私は、窒

息しない国土を作りたいぐらいの思いを持ってい

まして、インターネットがなかったら窒息する、とい
う遊びをするわけですよ。インターネットが繋がっ

ていない所、2.4Gの臭いがしない所へ行ったら、
みんな息を止めるんです。どのくらいのやつが生き

ていられるか、と。こう考えるとこの世の中、繋がっ

ていい所になるかなと思うのですが、それぐらい
の楽しみがあって、これはエキサイティングです

ね。

　一方、IPフォンというのは、いままでの電話のイ
メージを広げていく、私たちの言葉で言うと「キャ

ロット」みたいなものだと思います。キャロットという

のは、つまり、うまくインターネット使えよとか、エン
ドツーエンドのアドレスが重要だよねとかいったと

きに、いままでのフォーマットを自由に使えるように

すると、「これで自由にしゃべれるようになるよね」、
「あっ、タダの電話」という、すごくみんなを

「ほぉー」とひっぱるような――タダの電話というと、

IP電話でお金儲けしようとしている人がいますか
ら、怒られてしまいますけれど――そういうようなイ

ンパクトは出てくると思います。そこから何が出てく

るか。IPフォンの次は何だといったら、テレビ電話
みたいなものとか、臨場感あふれる3次元コミュニ

ケーションとか、パーソナルコミュニケーションの未

来形みたいなもののきっかけになるとすれば、とて


















































